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■はじめに 
『情報システム学』は 2023年 11月に電子書籍

版，2025 年 3 月に同ペーパーバック版[1]が発刊
された．2019年から編纂を着手し，途中コロナ禍
で中断を経て，4年近くの年月を要した．1冊の本
としてまとめることの難しさを痛感した．一方で

その間も情報システムを取り巻く環境が相当な

速さで変化している．特に第 2部で取り上げてい
るエンジニアリングに関しては，『新情報システ

ム学序説』の第 2部を加筆修正する形で展開され
ており，環境の変化に応じた改定の必要性を強く

感じている．AIの業務利用が進む一方で，情報シ
ステムの構築においても様々な試みが行われ，実

用化も進んでいると思われる．本稿では AI エー
ジェントを利用した研究自動化の事例から情報

システム学の今後の改定について考えてみる． 
 

■AI エージェントの利用 
総務省の統計[2]によると，日本における個人の

生成 AI利用が 2023年は 9.1%で 2024年は 24.7%
と 1年で倍増している．それでも欧米中国に比べ
ると半分以下であり，生成 AI の利用は個人レベ
ルでは十分に普及したレベルとは言い難いかも

しれない．ビジネスの現場では欧米中国におくれ

ながらも少しずつ広がりを見せているように見

える[3][4]． 
一方で各種 AI エージェントサービス[5]が提供

されるようになり，業務や研究開発などの場面で

活用されるようになってきた．生成 AI は主とし
て対話ベースで動作させる仕組みであるため人

間の介在が多く発生するが，AIエージェントは継
続的かつ自律的に動作するため，作業の自動化に

貢献する[6]． 
国立情報学研究所(NII)主催の第 97 回「大学等

におけるオンライン教育とデジタル変革に関す

るサイバーシンポジウム」（3 月 16 日開催）にて
名古屋大学の「HPC-GENEI」プロジェクト[7]の報
告があった．これは HPC(High Performance 
Computing)の研究領域でエージェントシステムと
生成 AIの活用をテーマとして HPCのコード開発
の事例である． 
このプロジェクトの「VibeCodeHPC」[8]では，

AI エージェントを用いたプログラム開発の自動
化の事例として．複数の AI エージェントを PM，
SE，PG，CD(Continuous Deliverer:デプロイ,テスト,

リリースの実施担当者）に割り当て，Cloude 
Code[9]をバックエンドに据えて作業のコラボレ
ーションしながら非 HPCコードを HPCコード化
する試みである．この間，人間が介入することな

く最後まで実施可能であることが報告されてい

る．ここで特筆すべきは，システム構築プロジェ

クトに見られる体制を AI エージェントに置き換
えて実施している点である． 
一般的な業務システムを対象とした情報シス

テム構築においても全てが自動化できることは

ないとしても，同様なアプローチをとれる可能性

を感じる．すくなくとも人間が実施するタスクが

変化することは間違いないだろうと思われる． 
「HPC-GENIE」プロジェクトにおけるもう一つ
の事例として文書化まで含めた一連の作業を AI
エージェントで自動実行したケースがある． 
オックスフォード大とブリティッシュコロン

ビア大の共同研究「The AI Scientist」[10]は AIが
アイデアの創出からそのコードの作成，実装,それ
を用いた実験と評価を行うことを自律的に実施

し，成果物として論文作成まで一連の科学研究活

動を実行したことが報告している． 
この研究を受けて，「HPC-GENIE」でも「着想→
関連研究調査→手法提案→コード実装→実験評

価→分析→考察→論文執筆→スライド作成→論

文原稿作成」の自動実行を試みた．これを担当し

た学生は当該領域にあまり精通していないにも

かかわらず，成果物を教員が評価したところ，学

部卒論レベルに近い内容になっていたとのこと

である，このように簡単なテーマであれば，ある

程度研究の自動化が可能な状況にあることがわ

かった．Python でコード作成する AI 分野の研究
であり，コンピュータ上で一貫して実施できる作

業に限定されるという側面や，AIが得意でない作
業（視覚化したデータの読み取りや比較の作業な

ど）に不正確な部分がみられるなどの課題もある

が，人間に対して AI が知恵を出すのみならず，
コード作成とその実行,テストといった実作業を
自律的に実行し，一定の成果に到達することが検

証された． 
これは AI が人間の実施してきた知的作業の支
援にとどまらず，実装から文書化作業まで肩代わ

りできる具体的な事例と捉えることができる．こ

のように研究という知的活動についても AI エー
ジェントの活用で，実践の領域まで可能になりつ
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つある． 
 

■情報システム学体系化の今後 
従来のシステム開発では，要件定義以降の開発

実装作業の工数が占める割合は大きく，コスト面

でも計画時にその見積の精度を上げることが重

要であった．AIエージェントがうまく機能すれば，
工数の大きいこの部分のコストや期間を圧縮す

ることが可能で，人間はより上流工程に注力した

開発にシフトできる可能性がある．AIエージェン
トを適用した作業の効率化が必ずしも有効にな

っていないケースもあるようで，全体としては，

まだ模索中の段階ではないかと考える． 
その観点で情報システム学は，人間の情報行動

をより詳細にかつ的確に把握することにその研

究の方向性を見出すことも考えたい． 
第 1部の情報システムとその構築の基礎となる

考え方や概念化のプロセスの基本は変わらない

としても，例えば第 2 次の概念化を AI の支援の
もとで実施するとしたら，第 1次の概念知を表現
する際にどのような考慮点があるのか？情報シ

ステムと人間と AI のかかわりをどのようにとら
えるのか？など検討すべき点はいくつもある． 
第 2部で展開されている情報システム構築のプ

ロセスには，各段階で人間の関わることを想定し

た内容となっており，AIエージェントによる自動
化を視野に入れた場合の，人間の介在のタイミン

グと方法，考慮点，課題など明確にする必要があ

るだろう． 
自動化による開発作業時間の短縮化やコスト

が抑えられるのであれば，プロセスの後戻りも可

能かもしれない．極力後戻りをしないウォーター

フォールモデルから，終了条件を設定した反復的

なプロセスに変わっていくのか，アジャイルとど

のように親和するのか等々，開発プロセスの再考

が必要に感じられた． 
以上を踏まえて，情報システムに人間中心とは

どのような状態かを再考するとともに，人間は AI
とどのような会話をし，どんな指示を明確に出す

べきか，検討を加速させる必要を感じた． その検
討にあたっては今回紹介した事例にみられるよ

うに，生成 AIや AIエージェントを使用した実験
や実践を通じて知見をまとめる必要があると思

われる．つまり過去に蓄積した知見を集約して形

成する体系化から，実践を通じて獲得した知見を

統合した体系化が必要になると思われる． 
 

■おわりに 
本稿では，AIエージェントの事例から情報シス

テム学の体系化の今後に関して考えてみた．AIの
役割が大きくなる可能性を実感するとともに，そ

れが人間の情報行動にどう寄与していくのかを

常に考えながら，実践を通じて新しい技術に向き

合うことが重要であると改めて感じた．単なるコ

スト低減策の一つとしてとらえる安易な活用で

なく，情報システムつまり社会がどうあれば，人

間にとって望ましい形になるのかを真剣に考え

る必要があるだろう． 
忘れてならないのは，たとえ知的活動の一部が

生成 AIや AIの自動実行に置き換わっても，人間
の創造的で知的な活動が奪われることはあって

はならないということである．むしろ，AIの支援
をうけてその活動がより広がるように機能させ

たい．そのためには情報システムから見た社会の

あるべき姿を我々が想像できる力を高め．情報シ

ステムもそれを阻害しない形で実装されていく

ことが望まれる． 
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